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開 頭 装 置

板　橋　宗　雄・中　村

　1’まえがき　観測用計測機器は，ロケットの頭腕部

（または計麗室と呼ぶ）に納められ．，これをロケット・エ

ンジンが高層に持ち上げてゆくのである．このため，作

用を完了したロケット・エンジンは一般には不要であ

り．時には入工衛星のようにエンジン部が邪魔になり，

切り離すことさえある．

　これと同じよ5に．頭部の外壁もまた用済後は不嬰に

なウ，時には本体から切離しを要求されることがある．

　すなわち，外壁の役割は，ロケットが地球を取りまく

空気層を抜け出るまで外力および摩擦熱から計器を保護

することで，その後は用なしでかえって邪魔になること

さえある．

　観測の項目によっては，頭胴部の外壁を取り除かなけ

れば槻測不可能なもの，観測精度の落ちるもの，あるい

は逆に外壁を利用するものなどいろいろある．

　そこで特に外壁をきらう計器は，その検出部のみを計

器本体から分けて，計器室の先端の方に組み入れ，必要

最小限の麗囲で・ケ・トの先端部（普愚ま先端の円錐部

と平行部の一部）を二つに剴り，中味の検出部およびそ

の取付台を残して，その他の構造物の全部を機体から分

離させる構造を採っている（逐称この二つ割れ部分を閣

頭部または闊頭コーン．陽頭させる装置を関頭装置と呼

ぶ）．

　外国にもたくさん類似したものもあり，またこの像か

にも潜望競のように空気庖を抜け出てから検出部を機体

外に突出するような構造のものもあるが，ここでは現在

カッパ。ロケットで採用している開頭装醗についてのみ

述べる．

　2．　開頭機構　最初の開頭装置は1960年7月に試作

し，それから現在までつぎつぎに改良され，250φ型10

箇，16⑫型1箇が製作されている．

　第1図に示すとおり開頭コーンは動作前から完全に二

つに割れている．この二つに割れたものをロケvトの先

端として結合するために，コーン部の約1／3のところに
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第1図

処五隻　　　　　　　　＠作建

開頭棲携塁莞明図（左側が作動前）
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鉢巻状に割環（第1図参照）を被せ，その合せ面にシ

ヤー』・ピンを打ち込む．この際プッシャ（これで聞頭コ

ーンi」分離運動を与える）もJ同時に組み込まれる　ま

た開頭コーンと胴部との結合は曲げ荷UttL十分なだけの

長さを考慮して嵌合結合する．この場合，第1図から判

る通り胴部は雌側として嵌合するので，開頭コーンはこ

の部分でもまた完全にまわりから押さえられていること

になり，軸方向以外には動かないロケットめ頭部として

組み立てられる．軸方向の動きを止めるために図示の結

合ノックが使われている．開頭運動は，あらかじめtSCt

込まれているプッシャに開頭タイマ（本th　97ページ）ま

たは開頭延時管からの｛静Pが入り，ブッシtの作動が行

なわれる　（第1図参照）．ブッシャの作動は，中に入っ

ている黒色火藻（プッシャ火薬）に点火されると，同プ

7シャのピストンが突き出る．この突幽力により，割環

に打ち込まれているシヤー・ビンが切断し，1司時に開覇

コーンは分離する．もちろん，蝿頭にロケットが空気層

を抜け出て，自由飛しょう状態に入っている時に行なわ

れるのであるから，ロケフト本体と岡頭コーンとは相対

的に速度〔飛しょう方向の）は零である，したがoて，

開頭後にプッシャの突出力だげが開頭コーンに作用Lて

いる二とになるから，同コーンは飛しtう蝕と直角方向

に次第に分離してゆく（ロケットの尾翼などに当たる心

配はない）．

　3．開頭コーン　試作当初は第2図に示すとおり鋳窃

で製作し，フ

ッシヤの作動

を確実にする

ため，ブッシ

＋を2カ所に

取り付ける

ようにした．

また，その頃

曇ま搭載雪十暑爵と

の関係もあっ

て，開頭タイ　　　第2図　試作当初の趨物の開頭

マは第2図に　　　コーy〔16〔V型〉
示すような位置に取り付けていた．その後，森大吉郎助

教授を中心としてつぎつぎに改造され，最近では鋳勃を

やめ板金，溶接型に代わっている．第3，4図i二脳の

開頭コーンを示すa
　第4図に示すとおり，腿頭タイマはコーンの先瑞郵

に納められ，その下にブッシャを1箇取り付けている’

この場合，ブッシャは1箇であるが，作動の源は’フv



轟
［a1 ．「」τ　7　11・

コ

ﾏ
つ“

箒 vづL．1：11ノ［．｛コーン

シ．t・．レヒ∵il．1∴色．1’で．≒）一．’てレ

弥．；1・：　　・．．、　・．　．2・

　　　．：．．　・　　F：　　L・，幽

　　　P　　　　　．　．　　　　1．．F

　　　7　　　 ，馳　　　　　　　　．」　　　　辱　　 ．　L

、r． @　　　　　－　．．’：」i：・「「

　　　　　　　　　　r　．　　　　＿　　　、

．［
与

蔦

H

i．「．三．｛セ・　：Fをk．三El．｝

　i’1：」「．z－L，．）1意哩『：il．愛を∴：／；．さヒ’．1tt二｝・】）．

［，il・．．1こ．／／1：t．）：V：二．「！．i．・ノ（1三を’2「．．1．『コ．

ﾖ．． ﾖ～Lる．二、ととし～二，　．玄ノニ，

Il∴i迂Lりも1，．〕：t㌘でマ：／，t’ii…：t；を

ノぐ・ン．ケ・ア．ノブする、♪二：．う：二1：：；

　：ラ：三：Tit／iデ「rう；二．：．7｛」ム．「芝．iし『ご」｝．．ヲ

i．）．．7でマ．1．二万・、「ダく｝1・：tし’．：も，

二．L）．｛雪』’石71∵／i：’／，ゾ・て，フソシ

ヤ・．．P：’ ?A二∴！．7、・1：lt；1／一う　と’i・二

た．．．．二層．．る『．二．．．1．1：；：．．．．「＝一ン

．！，il」lil「：七「．：・二：1～1．5m，　：・

?Q51． dう．，K．．ト．　tiii］二）も：．｝．c－

．t’卜i．．」．ノ．Lこ：．．：：三．：1：II．〕∫．’．．．．！l「．…：．ざ

　，f．し，　　＿　．一ト、：．．．．㌦一

　．∴1／三11．11、．；．．．iく・L’

　tt．ヤ．．ノト　 ii：．．！も

　．「．．「：1．．！1、，

　　　4．　フツシャ　、．．

　F．．　．、：コ．．「．・「㌘．！：・1，．　．：・・

　　　噛二．tt：一三’1．「「：　．；：，　r’

　　tt、．．・．　．・」．．；：．f．．：

　　．－　　 ’　　r　，　　　」・　　’ ，　　　 ρ

・「 ｱ．！L．．．．．．．：．．．・　『

　　一　．’rt．「r　レ　 ：コ　7

　・一　．．　．．　＝・：一「㍗’，

．」一

�u∴［．1．bS：ユ．

L　．・　：lt　tt■「．1’

　　　．　　1

　．」’：」．1／ii．i71t

　　7
　　㍗　脚3　「

　　　　l　　r9

　　　〆t・・k

「・ @唱．19

．　　冨　．ボ．員

，　．．．・．［：．E

．ン　層1≧二．ヒ1∵1

．：．’一

．「 @．「　　1

脚　．！　「　一　．　：，

一／
q

ン　．・・．÷：印．i二
ノ

：二　一・Z　L・，　、醒　’

　　　．「．

i． @引　一　　 r　「

・．．til

1．一

　　　　　　　　　　　　」「

三7、．，．　ト．「‘．7　－L

　‘　　↓馳　馳　　「　’　一

・　．＿ン．，」・二「．1

．：．r・t．．

27」

　5．　掛｝豆頁延時管　 「端ゾ…1．予重旨芋望ゴの｛．．IL．」レ、∫ムま2しるナ」．垂疹「i［よ言．1？

．i．；；li．i’1｛．；t「♪；ラ」；．lli二．tつ’ζ「斐」．つワ，：’i三．亥一ノβ二f．・1．’：：．1．…ll、：た1，．、う二，

ノ．三㌧、ノニ1，！「V，ll「・でi；二づ三F罫．1記．’・t『ξ「ちる．　二；り．≒三lil燕．τ｝悔っで！．ヒi．；：之

前三二‘リヒ．琴り．．クイマrう犠乞1章し、1こ∫1歩でTに二れ．をSL｝・：．ナ，　フ．ッ

ンヤソ．二．．’．’：；二、法5，ソ．．こ『即考つ　二　と『．でtS　～つ．　しt二；う：っ『（5．垂ll苧iて郵k：．：躍

二頁クイマ〔りセ・ノト手少ii　lt／、とり；’ξこfニヨ墨オして．f乍」う一ダる．こう：二で霊

るのル膚三i麺であi⊃．：：1｛ゴ．：延il．苧管と1：．名前から：．司るように

ii尉潤を三z，u・1．．さ・：妻1．もり’．．［・，　；1‘り！i”flこ．：o：．ラ≦．：te．ジiと．そ奪；一夕るも

・．り’．でs・，tti　7

「三1ン．’‘」 1層． @　　1」
　一　！．．t1

．ニノ：恩

＿4

二、　It層1．≧を ：：三尋桑　　「「罧／

　　一．’≡1‘

」
‘

，｝

　　　　　　　　　　∫冥5i1　［1［：ジ‘i．liiξ三葺？’菅の．r．．　jl”

　一動．i：オ⊃ち，　5ケ・ノ｝・／」j；：．；・：・L・1さオLると1：1；ii讐：二二〇．1’邑ii？．斗7三

’．つ詫・黙：t’，る∴1∫．グ．（ユ弥二，7慧火さ，れ，1．髪）ヒ彰・．i寺で憂．’li　1；11U：．ほ≦ii．t‘／

∵；」「．写．とさ一＝コ1襲：三1⊃．，　1圭：つ」沓．主で：i：馳’≧’⊂；〉き伝火：∵1；二．、．’／一

mこt，　’P ぎ、ニニ㍗〔つ：：1，：1二II－，＋i｝’i＞tt）オし．〔「＿・イ　．｝、i三色’ノC：’t／i；二“［5．1．；，Fこさ

t．、る．．’、三、逸1．ノこ．㍉『i、．｝：・．．・：たること1：・．ki．）；1．：．哺；．寧レ．L三’彊己二急

：Ll［に｝．：冒・し，百i．i．：を破っ『＝：．圧力ス．．でッチをo：1にする．

このスイ・ノチDn幽．：’フ．アシ．：・火『’三ヒ直．．1に≦題，1されて

　・ろ．こ・：：…il．・：．・ら．：二1∵：、るビ’：EL，フ．ノシ．ヤ；之1㌧．ll．．’．：－1一る・な．1．S，

iゴ：｝．三‘tt・1㌃．．「．．，．∴L：二’：；’：：6：．・．：；二．・六し．　r二，

　6．　フッシャ火薬点火回路　．．客7障二，フ・．．・シ・r火：渥．i

の．：1∫．：．「こ：；三』．．．1－：：を．．・，1－・．；一．：’「：．1．．：tイマと：：；1．．．延ii｛≦“：とi：t

フ　・ノニ．　．．・・．’：ξ　　　・．．一「L・‘　ド．．・＝　　．二．・一一二こ・．「：．

　「二

」

匿一

τ「

七…』　二〇－げ

’『

’

　　　　　　　　　’
マ胴～

1．　　．’

　7．　む

1「．．3

　℃「：　　　　t・

．ノ　㌔「．「i：．」’：－1」，　．

　一

rげ団ド
一

”1r
F．
G

四．

r＝

p一

’

rレ，

P

7、

r1
「．噛ひ

．ず

P

＿＿一一

　　属、　　　　i．．r．　　！t．　＝噸：．ア・　t［　　i．．、

冒1卜5　　　　　　　　　　　　　　　 ・r・．・．．r

　　　　　　　　　　5

　　　　　L，．一：・・；　　1ヨ：1二：．：■ilfキ．’［「一三「乙

．」　7：．．・シ．・・．「一・1こ：：三．21．／．／：こ：・．ミ／tl・｝

　’：∵、1．ノ．F．L’．　o：】　，．：．t：．／．踵ltこく’：

　　．・』．：『　7・二．・二・．・一：二．：三…、・「こ『1一る．｛「：十

＿1

．，　二：　…　～　

i
．．：　 L　 ’　 「：二」　　 ：　「　　一　　 @一　＿：　　　　　 ．感　 ．　 @　．，』」　 1　… ：　＿’．ヨ，t／

　・」ニン．ン｝∴：．．．’．L∫h・．1こ：i；：：．1．「・1．三　二：一・；≧；三．「．｝

：つ’：，；1：r．．　「L二‘L／／t・1「P：ミ．．註．’二tt；，rツ1・

こ・こ．「≡t／．』，．三．．：．馬三．こさを’：i’「’　七・．．・1－≡．：．

　　1－／．：二1．：．←、1．．，　’：1’一：’．．：．1’7：．．i’．三”こ

　lr・r」：1之1．．．．．’こ一，：．　P

、：；’ F・旨ご　 ．．．；1：／1i’・．1．：「．．i7・「；．．．；11：．、『

　　．tこ．Fl：：：「ii！1．1」．♪；rt：E；L：．i旋’．t’：「『．：．・：．．1．．r／．

・1 ﾄ11、．．『．i二．．．」三KK」：．li．：’二．．L：．L、：．．＿1：；「二1－’；’

　　　　　　1．．．：⊆le3二i」：　．：二．i．’i畳芝：：．

］Ol


